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項
目

検討内容
Ｈ２７年度

Ｈ２８年度
上期 下期

調
整
力

長
期

需
給
バ
ラ
ン
ス

これまでの供給予備力必要量の考え方の再確認・見直し可能性検討

調査による代替案有無・適用可能性の検討

考え方の見直しの方向性に関する検討

短
期

需
給
バ
ラ
ン
ス

これまでの運転予備力必要量の考え方の再確認・見直し可能性検討

調査による代替案有無・適用可能性の検討

考え方の見直しの方向性に関する検討

周
波
数
制
御

これまでの瞬動予備力等必要量の考え方の再確認・見直し可能性検討

調査による代替案有無・適用可能性の検討

考え方の見直しの方向性に関する検討

その他 稀頻度リスク対応に関する考え方の調査及び整理

マ
ー
ジ
ン

「連系線期待分」をマージンとして設定する現行の考え方の再評価

マージン減少の考え方（調整力（予備力）との補完関係の整理）

系統の安定を保つために確保するマージン（セキュリティ）の考え方の再評価

本日の内容について

 検討概要スケジュール（第１回委員会資料５を基に作成）

第２回調整力等に関する委員会
資料１－２
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 本日の内容

検討項目 第１回 第２回（本日） 第３回（予定）

調
整
力

長
期

需
給
バ
ラ
ン
ス

これまでの考え方・見直し検討

調査による代替案・適用検討

見直しの方向性検討

短
期

需
給
バ
ラ
ン
ス

これまでの考え方・見直し検討

調査による代替案・適用検討

見直しの方向性検討

周
波
数
制
御

これまでの考え方・見直し検討

調査による代替案・適用検討

見直しの方向性検討

その他 稀頻度対応の考え方整理

マ
ー
ジ
ン

「連系線期待分」の再評価

マージン減少の考え方整理

マージン（セキュリティ）の考え方再評価

課
題
の
確
認
・
検
討
の
進
め
方

現状の考え方
「系統容量」
の定義

現状の考え方
（二事業者の例）

「系統容量」
の定義

「系統容量」
の定義

海外事例調査

海外事例調査

海外事例調査

現状の考え方
（二事業者の例）

具体的な検討
事項の整理

具体的な検討
事項の整理

具体的な検討
事項の整理

現状の考え方
（他事業者）

現状の考え方
（他事業者）

現状の
考え方

※

※

※

※今後の調査結果による


